さて、、、書けるかな、、。
書けるとこから、書けるとこまで、書いてみるか、、。

昔、マルクスって言う人が、唯物論って言う考え方を発表したんだ。
「戦争や経済戦争などは生産力を低下させる大きな要因である。これらは、イデオロギーなどの考え方が原因ではなく、富（物）の偏在（かたより）を主要因として発生する。」
　って言う考え方だ。

で、昔、アダムスミスって人が、富の移動先について、ちょっと、説明しにくい（予測困難）な事を、「＜神の見えざる手＞によって動いている。」って表現したんだ。

で、今回、リビアとか、アフリカだな。。
　普通に考えたら、中国の急成長の次は、、インドが昔から言われてるか、、次にどこ行くのか知らないけど、行き先の一つにするために、アフリカを開けておこうか。
　って感じだと思う。

　僕の見方は、
独裁政権とか、民主主義とか、そんなのあんまり、関係無い。
　ただの、散歩さ。お金様のね。

あんまりポンポン移動されると、バブルにやられて困る。
激しい、富の偏在ってやつだ。
マルクスは、人類最強の集団維持システム、communismの素地を書いた。

　この、富の移動、、神の見えざる手だな。。。
　追跡が難しいが、、何かの、、、粒子か、、
　人間（お金）が集まる、フェロモンみたいなものがありそうだ。
　僕たちはいったい、、何に魅力を感じて動いているんだろう？
　天の技だな。。


みつけたら、ぼろもうけだな^^
